
　2013年から林野庁の森林・山村多面的機能発揮対策
補助金を受けて活動をしています。このこともあって、
最初の弥生付近が終わり、対象地を2018年から深田池
公園北の森に移動しています。こちらも三田市所有地
です。
　また、竹林の進出が激しいため、対象は里山林整備に
加え竹林整備を行っています。その他、周辺市民への広報
共有を目的に里山を歩こう会や芋煮会を開催しています。
　活動は週１回10時から３時、６～８名の参加者です。
今年度前半は主に竹林の整備を行いました。完全伐採は
困難ですが美しい竹林の形成を目標としています。併せて
竹林内に景観を楽しめるよう遊歩道を作りました。
　11月に市民の方を招いて山歩きと芋煮会を行いました。
山歩きには20人が、芋煮会には老人が中心ですが50人の
方が参加していただきました。
　後半は里山林の整備を行います。コナラ、サクラなどの
落葉樹を残し、常緑樹、笹、つる植物の伐採を行います。

活動内容は三田市の主催する市民活動情報サイト「きっぴーねっと」
の活動紹介に毎週、花の里公園奉仕団として報告しています。
ぜひご覧ください。

　2003年から17年間、ほぼ週１回７名程度の定年
退職者で活動してきました。最初はいわゆる里山
整備の理念に燃え、完全な常緑樹、笹、ツルの除去、
落葉樹林の形成を目標にしていました。
　しかし週１回の活動、これでも多いほうだとは思
いますが、平均年齢75歳、10名弱の活動力では限り
があります。なお安全面の考慮からチェンソーは使っ
ていません。
　当然ながら、５年経てば笹が、10年経てば低い
常緑樹やツルは復活します。初期の目標達成は
不可能と考えています。竹林の場合も２年やってみて
同様で完全伐採は困難です。枯れ竹の除去、選抜した
青竹の除去により拡大を抑え、美しい竹林を作るのが
精一杯と考えています。
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武庫・狭間・弥生の森
【花の里公園奉仕団の活動】

　我々の整備の目標は、里山林の再生は頭において、
そこそこに美しい森を作り、そこに周辺の住民の方が
頻繁に、それこそ毎日の散歩地として立ち入ってもらい
森の良さを味わい、安らぎを得てもらうことと考えてい
ます。そして、何よりも我々自身が活動を楽しむことが
大事と思います。
　高齢化社会を迎え、老人がいかに元気で健康に毎日
を過ごすかが大きな課題となっています。週１回仲間と
ともに、森の中に入り、自然の中で活動することは、心身
ともに健康維持する源と考えています。
　「森の中で何かをしなければならない」ではなく、ある
意味気ままに自分の能力を発揮することが健康に大きく
貢献します。　この方向で残る５年、10年活動を進めたい
と思います。

「皿池湿原の守り人」は、兵庫県三田市にある皿池湿原の
保全活動を行っています。
　広さ１７ヘクタールの皿池湿原区域には、大小１０の
湧水（ゆうすい）湿原に加え、湿生林、ため池などの多様な
生態系が凝縮しています。
　６３種の希少種が確認されており、兵庫県レッドデータ
ブックのAランク（絶滅の危機に瀕している種）が４種、
Bランク（絶滅の危機が増大している種）が１２種、
Cランク（存続の基盤がぜい弱な種）が２３種と希少種の
宝庫です。
　皿池湿原の多様な動植物の多くは、人が里山として
湿原を利用・管理してきたおかげで生き残ってきたと
考えられています。しかし、人の生活様式の変化に伴い、
里山としての皿池湿原は放置され、樹林化が進みました。
　さらに１９９０年代には住宅・都市整備公団による
開発事業が浮上し、湿原喪失の危機を迎えました。幸い
にも、その後の日本の景気減退と環境意識の高まりから、
三田市と企業が協働し、皿池湿原を保全する方針に転換
され、保全事業が進められてきました。

広さ17㌶、大小10の湿原群や湿生林などの多様な生態系が凝縮。
隣接するテクノパークの企業と三田市の協働によりボランティア
の手で保全が進められ、県の天然記念物に指定されました。
普段は入れませんが、定期的に見学会が催されています。

皿池湿原
【三田市テクノパーク】

皿池湿原の守り人
守っている人たち

　2020年は、コロナ禍によって４月５月の活動が中止となった影響で、ヌマガヤの刈取りができなかったエリアでは
サギソウ（Bランク）が咲きませんでした。残念な出来事である一方、不断の管理がいかに生物多様性を支えていた
のかを目の当たりにし、守り人の結束力がより高まったと感じています。

　今後、保全活動を永続していくためには、趣味性が強いボランティア活動だけではなく、かつての日本農村にあった
ような、暮らしの一部としての里山管理が望まれます。そこで、伐採木を使った木炭作りや、伐採したササ類を固形燃料
や家畜飼料へ活用するなど、里山資源によるバイオマスエネルギー利用を、行政・企業と協働しながら促進していきます。
『里山からの恵み』の魅力を高めれば、若い人にも里山に入る動機が生まれ、次世代の保全家育成に繋がると考えます。
同時に、皿池湿原の学校イベントや、里山利用者に向けたセミナーなど、生物多様性保全の啓発を積極的に行っていきます。
里山生態系に配慮した資源の適正利用が生物多様性の保全に繋がり、里山生態系の恩恵を永続的に享受することが可能に
なります。資源利用の促進と、保全の啓発を両輪とした『暮らしに溶け込む 里山との新たな付き合い方』を皿池湿原で実践し、
その成果を全国へ発信することで、人と自然の共生社会に貢献していきたいと思っております。

　しかし、湿原環境の維持には単発的な保全事業だけ
ではなく、不断の手入れが欠かせません。半年放置すれば
ササ類やヌマガヤが生息地を広げ、サギソウ（Bランク）や
トキソウ（Cランク）などの小さな植物を駆逐していきます。
　このような課題を背景にして結成されたのが、「皿池湿原
の守り人」です。兵庫県立人と自然の博物館と、ひょうご環境
創造協会の専門的な指導の下、ササ類や木本の伐採、セトウ
チサンショウウオの産卵場所保護や、園路整備を行っています。
また、定期開催している一般見学会では、案内役となり里山保全
の大切さを伝えています。また、ハッチョウトンボ親子観察会や、
緑の少年団での見学会を開催するなど、子供への啓発にも力を
入れています。関西学院大学の学生さんとは「子供向け里山工作
教室」を定期共催し、青年層に対する次世代の保全家育成にも
取り組んでいるところです。
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